
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 5.9％安と大幅に 7週続落、今週は 4日間の取引 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 5.9％安と大幅に 7 週続落。週初の 26 日は英国が大型減税と借り入れ増額を発表したことを受けて

世界的な景気後退への警戒感が強まり、前週末比 3.0％安と急落。翌 27 日は値ごろ感の出た銘柄を中心に買い戻しが入

り、5営業日ぶりに小反発したものの、28日に反落。米アップ

ルが新型 iPhone の増産計画を断念したとの報道を受けて電子

部品メーカーの下落が目立った。29日は米マイクロン・テクノ

ロジーの決算発表を控えて半導体株が売られ、ほぼ横ばい。30

日は反落し、終値で 20年 7月 10日以来、約 2年 2カ月ぶり安

値をつけた。今週は 10 月 3 日が開天節で休場のため、4 日間

のみの取引。米雇用統計をにらんで神経質な展開か。国内では

4日に製造業 PMI、5日に物価統計が発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 7.5％安と大幅続落、今週は上値の重い展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 7.5％安と大幅続落。ロシアがウクライナに対して強硬姿勢を強めるとの警戒感が引き続き重

しとなった。ウクライナのロシア支配地区で実施された併合のための住民投票や戒厳令発令への警戒感で急落した前週

の流れを引き継いだ。週初の 26日は前週末比 8.6％安と大幅に

続落。素材、エネルギー株を中心に指数採用の全銘柄が下落し

た。27－28 日は反動で買い戻されたものの、週後半に再び続

落。RTS指数は 26日に一時 1002.60ドルと、4月 27日以来の

水準まで下落し、1055.72 ドルで週を終えた。個別では産金の

ポリュスが 21.2％安と急落したほか、エネルギーのスルグトネ

フテガス、ロスネフチ、資源のノリリスク・ニッケル、鉄鋼の

セヴェルスターリが 2桁安となった。今週は上値の重い展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 5.9％安と大幅に 5 週続落、今週は引き続き軟

調か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 5.9％安と大幅に 5週続落。海外勢の売り越しを背景に主力株に売りが続いた。前週まで 4週続落し

た指数は週明け 26 日に前週末比 2.4％安と大幅続落。先安観が強まり、出来高を伴って下落した。その後も海外勢の売

り越しを背景に主力株が下落し、指数は 29 日まで 5 営業日続

落した。指数は 30 日に一時 1099.44 ポイントと 2021 年 2 月

以来の水準まで下落し、1132.11ポイントで引けた。個別では不

動産のビングループが 12.1％安、ビンホームズが 11.4％安、カ

ンディエン不動産が 10.4％安、エネルギーのベトナム石油総公

社が 11.6％、 ゴム製品のベトナム・ラバーが 10.5％安。食品

加工のマサン・グループが 8.8％安、金融のベトインバンクが

7.2％安と下落し、指数を押し下げた。今週は引き続き軟調か。 

2022/10/3 

新興国ウィークリーレポート 

 ▼指数チャート 
 

 ▼指数チャート 

 

 ▼指数チャート 
 

2,120

2,210

2,300

2,390

2,480

2,570

9/309/219/88/308/198/97/297/20

[KOSPI/day (2022/7/20 - 2022/9/30)]

1,070

1,120

1,170

1,220

1,270

1,320

9/309/219/128/308/198/108/17/21

[VNI/day (2022/7/21 - 2022/9/30)]

980

1,050

1,120

1,190

1,260

1,330

9/309/219/129/18/238/128/37/25

[RTS/day (2022/7/25 - 2022/9/30)]



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

  

 

  

  

、 

 

 

 

 

 

 ▼指数チャート 

 

 ▼指数チャート 

 
 ▼指数チャート 
 

 ▼指数チャート 

 

2022/10/3 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 2.6％安、中央銀

行が 2会合連続で 0.25％の利上げを決定 

SET指数は週間で 2.6％安と反落。9月月間では 3.0％安。先

週は前週末から下げ止まらず、週末まで 6営業日続落した。週

初の 26日は、8月の貿易収支（通関ベース）の赤字額が市場予

想を上回った影響などで続落。27日は金融株が指数下落を主導

すると、28 日は中央銀行が政策金利を 2 会合連続で 0.25％引

き上げ 1.00％に設定したほか、今年の GDP 成長率見通しを

3.3％に据え置いたものの効果は限定的で、指数は終値で節目の

1600ポイントを割り込んだ。週後半も買い材料に乏しくじりじ

りと下値を広げ、30日は終値で約 2カ月ぶりの安値を更新して

引けている。今週は 5日に 9月の CPIが発表される予定。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

2.1％安、週末まで 8営業日続落 

クアラルンプール総合指数は週間で 2.1％安と 3週続落。9月

月間では 7.8％安。先週はじりじりと下値を広げ、週末まで 8営

業日続落と低迷した。週初の 26 日は前週末の NY ダウが年初

来の安値を更新した流れで 4日続落。27日は引け際に売り込ま

れると、28 日は米 FRB 当局者の発言を受けて大幅利上げが続

くとの見方が広がり、米ドル高リンギ安の加速などが売り材料

視された。29日も下げ止まらず終値で 1400ポイントを割り込

んだ後、30日は 20年 5月以来の安値を更新して引けている。

今週も国内の重要イベントが少なく、米国の金融引き締めに対

する動向が引き続き株式相場を左右する展開になりそうだ。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.9％

安、今週は 9月の CPI上昇率が焦点 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.9％安と反落。9 月月間でも

1.9％安。先週は国内の重要イベントが少ない中、世界的な景気

減速に対する警戒感の広がりが嫌気された。週初の 26 日は前

週末の NYダウが下落した流れを引き継ぎ続落。27日は小幅に

下値を広げると、28日は米国の大幅利上げが継続されるとの見

方が広がった影響で売られ、指数は終値で 7100 ポイントを割

り込んだ。29日も売り優勢の値動きが続き、終値で約 2カ月ぶ

りの安値を更新した後、30日には場中に一時 6900ポイント台

に下落したが、終値では 6営業日ぶりに反発して取引を終えて

いる。今週は 3日発表の 9月の CPIが焦点になりそうだ。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

3.0％安、世界経済の減速懸念を嫌気 

ストレーツタイムズ指数は週間で 3.0％安と続落。9月月間で

は 2.8％安。先週は週初に終値で 3200ポイントを割り込み、そ

の後も軟調な値動きが続いた。26日は 8月の鉱工業生産が市場

予想から上振れたものの効果は薄く、指数は前営業日比 1.4％

安と続落。27 日も売り優勢の展開が続くと、28 日は世界経済

の減速に対する警戒感が高まった影響で前日から 1.6％下落し

た。29日は小幅に下値を広げ、終値で約 2カ月半ぶりの安値を

更新したが、30日は銀行大手 3行が指数上昇をけん引し、6営

業日ぶりに反発して引けている。今週は 3 日の取引終了後に 9

月の製造業 PMI、5日に 8月の小売売上高が発表される予定。 
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